
紹

介

一
片
が
獲
行
さ
れ
六
〇
以
下
「
新
羅
丈
武
門
陵
碑
に
就
き
て
し
「
慶
州
糖
栗

専
山
ハ
弼
石
憧
草
丈
」
「
鷲
棲
一
寸
會
利
石
倉
皿
日
記
」
「
恥
篇
徳
志
人
｝
土
融
…
締
叫
之
銘
」
等

何
れ
も
巡
狩
碑
考
と
同
じ
く
、
金
石
丈
の
羅
護
で
あ
ろ
。
そ
の
四
獣
考
古

學
的
な
考
究
法
匡
蓋
し
著
者
特
惹
の
壇
上
で
あ
っ
六
。
「
慶
州
班
藏
玉
篤

考
」
及
び
「
新
羅
時
代
の
土
器
に
彫
刻
ぜ
ろ
聯
翻
」
ぱ
最
初
の
慶
州
調
査
記

と
同
噂
の
研
産
、
そ
の
考
古
癖
ほ
こ
の
三
分
に
胚
胎
し
て
ゐ
六
〇

　
最
後
に
「
鉄
原
の
名
勝
孤
石
落
し
及
び
「
到
居
丈
学
臥
像
澗
査
詑
」
ぱ
昭
湘

ふ照

N
ロ
奥
夏
、
謝
仏
も
”
て
の
行
奄
蕪
ハ
に
し
た
折
W
の
江
原
肌
三
二
原
蜘
一
方
に
レ
於
ゆ
り
ろ

調
査
記
で
あ
る
。
本
篇
に
ぱ
塾
出
島
撮
評
し
て
み
ろ
が
そ
れ
ば
著
者
晩
年

の
持
論
で
あ
っ
穴
。

　
以
上
本
書
内
容
の
圭
な
る
も
の
に
？
奇
二
魯
し
乗
次
第
で
あ
る
が
、
そ

の
統
↓
な
済
い
て
蕪
雑
の
露
な
輿
へ
、
研
論
亦
黙
々
に
し
て
前
後
撞
、
蕪
す

う
も
の
あ
る
も
、
之
ぽ
著
潜
自
典
に
よ
つ
て
断
言
ぜ
ら
れ
瘡
著
作
で
な
い

事
た
顧
慮
さ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
そ
の
大
子
に
於
て
薪
難

路
研
究
に
於
、
U
る
ヲ
イ
タ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
な
狛
議
し
て
談
ら
な
か
つ
索
、
、

と
な
認
め
て
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。
新
羅
史
研
究
の
正
し
き
進
展
と
輝
か
し

き
好
個
と
採
、
か
・
る
逃
作
な
捨
て
石
と
す
る
命
後
に
こ
そ
期
ぜ
ら
れ
れ

ば
な
ら
ぬ
り

　
終
〃
d
・
に
編
…
纂
者
に
よ
っ
て
原
丈
峡
・
曳
臨
川
の
一
棚
請
な
一
数
多
く
加
へ
・
り
れ
☆

　
こ
と
ほ
結
構
で
あ
る
が
、
本
書
堀
談
む
程
の
も
の
に
取
っ
て
は
往
々
不

　
必
要
で
あ
ろ
無
血
ひ
ぼ
煩
に
過
ぎ
う
と
思
に
れ
．
る
も
の
が
な
い
て
も
な

　
い
。
譲
植
の
多
い
の
も
否
み
難
い
と
い
ふ
こ
と
葎
私
ほ
翻
る
ノ
＼
串
し

　
上
げ
ろ
。
一
夕
判
五
九
五
頁
、
圃
版
八
葉
、
京
城
近
澤
嘗
敵
弾
行
、
定
儂

第
十
九
巻
第
一
號

五
面
）
〔
今
西
春
秋
）

一
九
八

　
　
麟
永
和
九
年
在
銘
壊
鵬
土
古
墳
調
査
報
告

　
　
　
　
　
朝
鮮
縫
督
府
昭
瀦
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告
箪
一
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
守
　
健
　
擢
本
毯
次
郎
著
、

　
昭
和
七
年
頃
亭
襲
騨
の
構
内
に
て
獲
掘
さ
れ
れ
古
縫
で
、
「
永
和
九
年
三

1
1
＋
臼
遼
東
韓
玄
菟
太
守
悠
利
逡
」
と
銘
の
あ
る
噂
な
使
矯
し
て
ゐ
六
の

で
二
君
よ
q
譜
尋
者
の
下
意
存
惹
い
て
ゐ
カ
が
、
い
ま
こ
の
報
皆
た
得
て

詳
細
に
そ
の
古
蟹
の
歌
態
矩
知
り
得
ろ
こ
と
ば
甚
だ
幸
で
あ
ろ
。
そ
れ
に

に
か
く
熟
速
に
墾
是
公
に
さ
れ
力
爾
氏
の
勢
か
深
く
多
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
宵
墳
匡
樂
浪
慧
蹟
に
温
麺
見
る
壕
室
慕
に
醒
す
、
下
落
部
な
鱗
積

み
、
上
気
部
な
石
積
み
に
し
、
し
か
も
そ
れ
に
漆
喰
か
塗
っ
て
み
ろ
。
本

直
に
二
個
あ
っ
六
ら
し
く
、
鐵
釘
、
鐵
鎌
、
屠
蘇
製
の
尋
弧
と
申
し
き
も

の
、
漆
杯
等
の
慧
物
熊
尺
寸
し
た
が
、
勝
に
興
膿
な
蒼
く
も
の
は
三
國
隠

滅
の
爾
鮮
に
面
通
見
ろ
葬
蘇
の
環
葎
畠
土
ぜ
ろ
こ
と
で
あ
る
。
末
期
の
礎

溢
せ
ろ
鱗
室
慕
、
し
か
も
樂
浪
郡
滅
亡
の
年
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
西
晋

慰
帝
の
建
興
元
年
（
西
紀
三
一
三
）
か
後
れ
る
こ
と
臨
十
年
の
年
號
紀
銘
た

膚
っ
て
み
る
壕
室
墓
か
ら
、
南
鮮
風
の
羅
飾
為
出
土
し
糞
こ
と
は
、
今
年
度

の
獲
掘
に
於
い
て
垂
下
の
木
幕
張
か
ら
勾
玉
檬
の
も
の
、
繊
土
し
穴
こ
と

と
典
に
歴
吏
的
上
の
興
味
な
ぞ
・
る
こ
と
が
深
い
。
記
湛
も
簡
潔
で
あ
り
、

記
銘
の
解
羅
も
稔
富
で
あ
る
。
終
に
ば
樂
浪
恵
方
郡
地
方
の
紀
年
嫁
集
録

な
附
載
す
る
。
丈
獄
的
研
究
に
も
滲
「
考
に
な
る
と
こ
ろ
の
多
い
報
告
書
で
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む
奮
（
水
雲
）

騰
東
西
轟
父
俘
巡
喫
輪
醐
叢

桑
原
附
藏
著

本
荘
に
故
桑
原
樽
士
の
著
作
中
、
東
酒
交
渉
に
禰
幽
し
公
る
論
丈
八
篇

た
選
び
燦
蔵
し
カ
も
の
で
あ
・
ろ
。
島
讐
の
諮
篇
匿
悉
く
諸
雑
誌
に
褐
志
し

て
世
に
問
づ
六
も
の
で
あ
り
、
今
羅
も
猴
依
然
と
し
て
便
億
の
認
め
ら
れ

て
居
う
も
の
で
あ
る
敵
、
改
め
て
其
の
内
容
た
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
が
、

庇
庭
に
序
存
追
づ
て
、
舗
畢
な
紹
介
た
試
み
う
と
、
｝
、
張
驚
の
遽
征
ぱ
、

其
の
名
の
示
す
如
く
、
張
籍
の
西
域
三
三
に
回
す
る
劃
時
期
的
研
究
で
あ

っ
て
、
従
楽
言
及
さ
れ
て
晟
な
い
黙
簡
明
か
に
す
ろ
と
、
．
ろ
多
く
，
嫁
に

河
颪
影
回
に
於
げ
る
月
一
と
烏
孫
の
赦
置
、
”
氏
移
動
年
代
、
大
宛
書
山

城
の
所
顧
地
、
飼
奴
種
族
名
の
越
原
、
酉
域
鹸
入
の
植
物
算
に
就
斗
、
、
卓

越
し
た
解
羅
な
ほ
ど
こ
し
れ
も
の
で
あ
ろ
。
二
、
大
宛
國
の
貴
両
城
に
就

い
て
、
は
一
に
於
て
論
断
し
六
貴
肉
腫
に
就
い
て
、
更
に
詳
細
に
蓮
べ
ぬ

も
の
で
・
幾
衆
の
諸
説
庵
批
朔
研
討
し
、
フ
エ
ル
が
ナ
地
方
の
コ
ー
ツ
記

ン
ト
た
比
鍵
す
る
怨
最
も
妥
欝
と
す
ろ
翫
以
た
力
観
し
六
も
の
で
あ
、
ろ
。

雌
の
結
果
、
ガ
ザ
ン
説
た
持
す
に
、
白
鳥
、
藤
田
嗣
四
二
の
駁
論
が
獲
衷

さ
れ
、
「
『
罵
び
大
宛
國
の
貴
山
誠
に
就
い
て
、
四
、
全
山
君
の
「
貴
到

號
及
び
監
氏
城
考
し
な
讃
む
、
採
こ
れ
に
封
ず
ろ
慮
醐
で
あ
ろ
。
此
の
論

謝
ほ
、
薪
銃
、
伍
島
爾
簿
士
の
支
那
古
代
天
文
に
卸
す
る
そ
れ
と
典
に
、

當
噂
、
斯
學
看
の
話
題
た
藁
や
か
な
ら
し
め
六
う
も
の
で
、
今
段
も
猶
吾

々
の
昇
に
新
な
ろ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
以
上
巨
、
虫
と
し
て
瀧
代
に
於
け

る
酉
域
問
趨
に
就
い
て
論
．
煙
ら
れ
カ
も
の
で
あ
ろ
が
、
第
五
以
下
に
、
唐

介

宋
時
代
に
於
け
る
、
東
颪
海
上
交
通
に
關
す
ろ
雄
篇
で
、
博
士
の
不
朽

の
名
著
六
ろ
蒲
毒
庚
の
購
蹟
と
癬
補
ふ
も
の
で
あ
る
Q
即
ち
、
五
、
藤
田

君
の
「
宋
代
毒
舶
剰
及
び
市
舶
條
例
」
に
就
い
て
、
巨
、
衆
代
の
市
舶
の
名

構
、
提
暴
市
戯
測
使
、
同
斑
等
の
職
務
も
怯
ど
に
闘
…
し
蘇
膿
鴎
樽
十
…
へ
の
駁
論
　
ぐ

あ
る
〇
六
、
波
斯
灘
の
東
灘
貿
易
港
に
就
い
て
、
自
主
と
し
て
ヒ
；
ラ
、

ウ
が
ラ
、
バ
ス
ラ
、
　
シ
ー
ラ
！
フ
算
に
就
き
て
蓮
べ
、
支
那
の
諸
認
鍛
に

見
ゆ
ろ
旧
地
宿
た
比
定
し
、
特
に
、
後
漢
欝
の
子
羅
國
庵
ウ
瀞
う
に
、
新

斑
書
の
夏
魔
蛾
怨
ヒ
ー
プ
に
、
同
二
身
羅
慮
和
國
な
ジ
エ
ル
ラ
ヲ
ハ
に
あ

て
・
其
の
他
諸
書
に
散
見
す
ろ
戸
羅
園
、
施
那
幟
、
撤
椰
威
鯵
の
地
各
愁

孜
へ
、
或
ぽ
叉
、
新
轡
書
地
理
志
に
記
載
ざ
れ
た
イ
ン
ダ
ス
酊
口
よ
咳

バ
ク
ダ
ソ
ト
に
割
甥
る
二
心
佛
馴
等
に
就
姦
㌔
｝
々
優
れ
ぬ
併
…
究
為
試
み
公
も
の
で

あ
る
σ
七
、
ヵ
ン
フ
ウ
問
題
嫌
に
そ
の
一
落
年
代
に
就
い
て
、
ぽ
ア
プ
ツ

エ
イ
ド
の
厚
徳
に
詑
さ
れ
た
る
カ
ン
フ
ウ
な
抗
州
と
す
，
る
蹴
葎
緋
し
ぬ
も

の
で
、
麿
末
黄
集
が
杭
州
か
齪
落
厄
し
め
カ
る
要
事
を
疑
問
と
し
、
更
呼

廣
彌
階
落
年
代
ぱ
却
っ
て
ム
ハ
メ
ソ
ト
敷
徒
の
、
研
傳
尊
確
か
と
考
へ
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
交
歓
の
重
鎮
魏
顕
す
る
為
是
と
し
、
．
か
く
て
、
カ

ン
フ
ウ
瞠
目
説
に
よ
サ
張
嗣
な
る
根
糠
恥
與
へ
宏
も
の
で
あ
ろ
。
八
、
「
イ

プ
ン
婬
コ
〃
ダ
ー
ド
ベ
ー
の
歩
行
説
に
、
見
え
糞
ろ
山
久
那
貿
易
琳
潜
締
然
に
ツ
ア

ン
ァ
ヴ
と
カ
ン
ソ
ウ
に
就
い
て
」
に
イ
プ
ン
コ
ル
ダ
ド
ベ
ー
に
詑
さ
れ
表

支
那
の
四
貿
易
港
に
恥
麗
い
て
醐
説
い
公
も
の
で
あ
、
つ
て
、
蕨
…
に
、
跳
ハ
の
何
　
庭
に

該
當
す
る
か
、
未
だ
定
説
の
な
か
つ
左
藩
に
就
い
て
多
識
た
試
み
、
光

づ
、
カ
ン
ソ
ウ
た
以
っ
て
、
永
學
、
膠
、
葉
江
、
統
子
等
に
比
宛
す
み
の
諸

説
の
不
可
な
ろ
磁
由
を
明
か
に
し
、
楊
甥
蹴
の
最
も
可
な
ろ
か
催
詮
し
、

第
＋
九
稔
舞
｝
號

｝
九
九

（　i99／）


